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論文の内容の要旨
論文題目：
On the C1 stabilization of homoclinic tangencies
























構造 [BD3]に基づいて、本論文の主定理が得られる：（pの Lyapunov指数を Â1(p) · Â2(p) · Â3(p)
と表す。そしてmaxfkDf¯(x)k : ¯ = §1; x 2 orb(p)gを kDf§(p)kと書く）
定理 A 実数 a > 1 に対して、±0(a) ! 0(a ! 1) を満たす ±0(a) > 0 が存在して、任意の
0 < ± < ±0(a)に対し、f 2 Di®1(M3)は実数でない縮小的固有値を持つ指数 2の双曲的周期サド
ル pに関するホモクリニック接触を示し、Â2(p) + Â3(p) > log(1¡ ±)を満たすと仮定する。この
とき、f との距離が a±kDf§(p)kより小さい g 2 Di®1(M3)が存在して、gは強健なホモクリニッ
ク接触と強健な異次元ヘテロクリニック・サイクルを同時に持つ。
ここで、注意点として Bonatti、Crovisier、D¶³az、Gourmelonの結果 [BCDG]に言及するべき
である。固定した摂動の範囲に対して、彼らが [BCDG]で提供した十分条件 Â2(p) + Â3(p) > ¡±




系B 実数 a > 1に対して、f 2 Di®1(M3)と f のホモクリニック接触を持つ双曲的周期サドル p
が以下の条件を満たすと仮定する：
² f のある近傍 Uf 内のすべての gに対し、H(pg)が指数に適合する優越分解を持たない；かつ
² pは実数でない縮小的固有値を持ち、Â2(p) + Â3(p) > log(1¡ ±)である。





として、任意の ² > 0に対して、pとホモクリニック的に関係する qが存在し、j¸s(q)j > (1¡ ²)¼(q)
あるいは j¸u(q)j < (1 + ²)¼(q)であるとき、pのホモクリニック類H(p)は弱固有値を持つという。
p とホモクリニック的に関係する周期点 qの集合を t(p)と表す。M 上の通有的な微分同相写像に
対して、指数に適合した優越分解が存在しなければ、弱固有値を持つことが証明できる。ここで、
注意点として、一般にはこの弱固有値の種類（縮小的あるいは拡大的）を指定することは重要で




指定することが重要である。2012年 Bochiと Bonattiは Lyapunov指数を混合する方法を作った
[BB]。簡単に言うと、二つの隣り合う Lyapunov指数を同時にそれらの中点に移動させる。それと
Gourmelonの isotopic Franks Lemmaにより、ホモクリニック類H(p)の内部で、± 弱縮小的固有
値を得るためには、Â2(p) + Â3(p) > ¡± の条件が必要である。この論文では、別の摂動方法によ
り、± 弱縮小固有値を得るためにの新しい十分条件を与える：
定理C 任意の ± > 0に対して、pは f 2 Di®1(M)の双曲的周期サドルで、以下の二つの条件を
満たすと仮定する：
² pは実数でない縮小的固有値を持ち、かつ Â2(p) + Â3(p) > log(1¡ ±)；
² f が pに関するホモクリニック接触を持つ。













く 0に収束するとき、縮小的な弱固有値が得られる。ここでは Isotopic Franks Lemma ([G1])を
適用するために、もとの ¯rst return map の微分と弱固有値を持っている行列をつなぐ連続的な
摂動を探すべきである。一般に、このような摂動の連続曲線 Ctを見つけるのは難しくないが、一
方で曲線に沿って双曲性をずっと保つことは困難である。この障害を回避するための対策として、




(a) Dt がDgn(q)の不安定固有ベクトル vu を回復すること；
(b) Dt がDgn(q) ± Ct の弱安定固有ベクトル vs を保つこと。　
もし vs が vu の移動している平面 Gに近いならば、摂動のサイズが大きくなる。これを避ける




定理D f jH(p)は、f 2 Di®1(M3)を中心とする半径 ½の開球の中で、残留的に強健なエントロ
ピー拡大ホモクリニック類であるとし、¾ =
½
½+ kDf§(p)k とする。もし pが実数でない縮小的固
有値を持ち、かつ Â2(p) + Â3(p) > log(1 ¡ ¾)を満たすならば、H(p)は指数に適合する優越分解
を持つ。
参考文献
[BB] J. Bochi, C. Bonatti Perturbation on the Lyapunov spectra of periodic orbits, Proc. Lond.
Math. Soc. (3)105 (2012), 1-48.
[BCDG] C. Bonatti, S. Crovisier, L. J. D¶³az, N. Gourmelon Internal perturbations of homoclinic
classes: non-domination, cycles, and self-replication, Ergod. Th. & Dynam. Sys. 33
(2013), 739-776.
[BD1] C. Bonatti, L. J. D¶³az Robust heterodimensional cycles and C1-generic dynamics, J. Inst.
Math. Jussieu 73 (2008), 469-525.
[BD3] C. Bonatti, L. D¶³az Abundance of C1 robust homoclinic tangencies, Tran. Amer. Math.
Soc. 364 (2012), 5111-5148.
[BDK] C. Bonatti, L. J. D¶³az, S. Kiriki Stabilization of heterodimensional cycles, Nonlinearity 25
(2012), 930-960.
[G1] N. Gourmelon A Franks' Lemma that preserves invariant manifolds, arXiv: 0912.1121
(2009).
[L] X. Li On R-robustly entropy-expansive di®eomorphisms, Bull. Braz. Math. Soc. 43 (2012),
73-98.
[Mo] C. G. Moreira There are no C1-stable intersections of regular Cantor sets, Acta. Math. &
Dynam. Sys. 206 (2011), 311-323.
